
 

２０２３年３月１５日（水）第三水曜祈祷会 

マルコの福音書９章１４～２９節 

「イエスを信じるとは」 

 

【前回の概略】 マルコ９章２～１３節 ＊「高い山」…ヘルモン山（２８００ｍ）と思われる。 

⓵イエスさまはペテロとヤコブとヨハネを連れて、高い山に登り、ご自身の栄光を現わされた。 

②預言者の代表であるエリヤと律法の授与者のモーセが現れて、イエスさまと語り合っていた。 

③山を下りながら、イエスさまは弟子たちにご自身の十字架と復活について話された。 

 

【観察と黙想】 マルコ９章１４～２９節 ＊当時、悪霊を追い出すことは珍しいことではなかった。 

１．弟子たちの不信仰について（９章１４～１８節）  

①ほかの弟子たちはどうして律法学者たちと論じ合っていたのですか。 

→ 

②弟子たちは以前は悪霊を追い出すことができたのに（6:7-13）、なぜ今はできないのですか。 

→ 

③弟子たちの不信仰は、父親の信仰にどんな影響を与えていたと思いますか。 

→ 

 

２．父親の信仰について（９章１９～２４節） ＊信仰とは神とイエスに対する絶対の信頼である。 

①イエスさまは誰に対して「不信仰な時代だ」と言われたのですか。 

→ 

②父親はイエスさまの問いかけに、なぜ「おできになるなら…」と言ったのですか。 

→ 

③イエスさまは父親に何を教えようとなさったのですか。 

→ 

 

３．イエスさまの癒しについて（９章２５～２９節） ＊神の力は、神を信頼する者を通して働く。 

①イエスさまはどのように悪霊を追い出されましたか。 

→ 

②人々が「この子は死んでしまった」と慌てふためく中、イエスさまはどうしていましたか。 

→ 

③イエスさまは祈りについて弟子たちに何を教えられましたか。 

→ 

 

【適用と分かち合い】 

⓵私たちが不信仰になるとはどういうことですか。 

②信仰において大事なことは何ですか。 

③キリスト教における「祈り」とは何ですか。 


